
目
に
觸
れ
た
自
然
の
あ
る

一
部
に
感
興
を
催

ふ
し
、
そ
れ
を
畫

い
て
畫

に

す

る
と
い
ふ
や
う
な
事
は

氏
に
は
望
め
な

い
、
今
日
の
高

い
鑑
識
の
上
か

ら
見

て
、
淺
薄
と
か
綺
麗
と
か
い
ふ
評
を
下
す

の
は
酷
で
、
十
年
、
否
五

年
前
迄
は
あ
れ
で
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
出
品
の
中
で
は
、

三
五

一

『
松

島
の
景
』
が

一
番

よ
い
や
う
に
思

つ
た
。

 
 
 
 
岡

均
平

氏

三
點
の
靜
物
畫
中
、

一
番

よ
く
畫

け
て
ゐ
る
の
ば
三
六
九
『

水
仙
』

て
あ

ら
う
。

氏
の
畫

に
は
潤
ひ
が
あ
る
、
位
置
の
取
り
方

も
惡
く
は
な

い
、
こ

の
上
は
、

各
自
の
物
質
が
今
少

し
明
ら
か
に
現
は
し
て
欲
し

い
。

以
上
の
ほ
か
、
長
谷
川
曾

一
氏
の
二
一
四
『
早
春
の
野
邊
』
は
、

何
が
主

眼
で
畫

い
た
の
か
、
組
立
の
上
に
批
難
が
あ
る
。
星
野
光

の
助
の
二

一
七

『生
活
』
は
、

人
物
の
形
が
崩
れ
て
ゐ
る
。
中
央
の
藁
屋
根

の
、
只

一
つ

明
る
い
の
も
變
だ
。
萩
生
田
文
太
郎
氏
の
二
一
五

『
庭

の
隅
』

は
、
平

板

で
そ
し
て
何
等
の
餘
情
が
な

い
。
竹
内
久
子
嬢
の
靜
物

三
點
、

そ
の
う
ち

二
六
九

『馬
具
』
は
、
色

も
澁
く
、

一
體
に
描
寫
が
親
切
で
あ
る
か
ら
、

見
た

心
持
が
よ
い
。
松
原

一
風
氏
の
作
の
う
ち
で
は
、

三
一
八

『初
夏
の

暮
』
が
傑
出
し
て
ゐ
る
、
道
路
を

モ
少
し
器
用
に
畫

い
て
欲
し
か

つ
た
。

此
他
、
河
上
涼
花
、
川
村
信
雄
、
福

原
馬

三
郎
、

三
上
知
治
、

氏
原
作
次

郎
、
中
村
元
吉
、
宇
野
辰
吉
等
數
氏
の
出
品

が
あ

つ
た
。

概
觀

す
る

に
、
年

々
水
彩
畫

の
進
歩
は
著
し

い
も
の
で
、
特
に
朝
に
夕
に
、

筆
を
執

つ
て
居
ら
る
ゝ
、

青
年
諸
君
の
進
歩
の
速
な
る
は
、
驚
嘆
す
べ
き

事
實
で
あ
る
。
若
し
此

勢
に
し
て
挫

折
す
る
こ
と
な
く

進
み
ゆ
く
な
ら

ば
、
軈

て
は
、

世
界
に

於
け
る
水
彩
畫
國
な
る
、

英

吉

利
を
凌
く
こ
と

も
、
决

し

て
難
く
は

あ
る
ま

い
と
思

ふ
。
茲

に
吾
等

の
水
彩
畫

の
進
歩

向

上

を
祝

し
、

萬
歳

を
唱

へ
て
評
論

の
筆
を
擱

く
。

 
 
 
 
う

は
さ

こ
ゝ
は

太
平

洋
畫

會
展
覽

會

々
場

の
、

第

一
第

二
第

三
室
で
あ
る
、
繪

を

見

る
人

が
ど

ん
な
事
を

言

ふ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。

■
夏

目
君
の

『
お
稽

古
』

の
前

で
○
此

お
母

さ
ん
に

ビ
ロ
ー

ド
の
着

物
を

着

て
ゐ
る
ね
、

イ
ヤ

ニ
ハ
イ
カ
ラ
な
姨

ア
だ

△
見
晴

し
が

イ
ヽ

ナ
、

こ
ん

な
處

に
住

み
た

い
、
家
賃
は

イ

ク
ラ
位

ひ
だ
ら
う
■

望
月
君

の

『
戸
山

の

原

』
○
草
箒

の
行
列

か
■

瀧

澤
君

の
繪

○
ワ

ル
ク
吉

田
君
を

眞

似
た

も

の

だ

△
こ
の
青

白

い
無
氣

味
な
色
を

ヒ

ユ
ー
ド

ロ
ド
ロ

的

と

い
ふ
■
平

木
君

の

『
松
島
』

の
前
○

ホ

ン
ト
に
此
通
り

よ
、

今
年
は
往

つ
て
見
た

ま

へ
■

藤
島
君

の

『
お
せ

ん

こ
ろ

が
し
』
○
誰

れ
か
知

つ
て
ゐ

る
か

い
、
この
イ
ワ

レ
を
何
で

も
此

突
出

て

ゐ
る
崕

か
ら
、

阿
仙

と

い
ふ
女
が
海

へ
轉
が
り

こ

ん
だ

の
だ

ら
う

君

の
處

の
妹

さ
ん
に

タ
シ
カ
お
仙

さ
ん
と
云

つ
た
ね
、

そ

ん
な
處

へ
や
り
た

ま

ふ
な
■
竹

内
嬢
の
『
馬

具
』
の
前
で
、

老

人
と
子
供

○

ソ
ラ
博
物
館
で

見
た

ら
う
、

コ
レ
は
昔

し
の
鞍

と
鐙

で
、

殿
樣

が

お
馬

に

召
す

の
に
は

皆

こ
れ
で
あ

つ
た
■

荻
生
田

君
の

『
庭

の
隅

』
○
丁
度
西
洋

草

花

の
種
子

の
入

つ
て
ゐ
る
袋

の
や
う
な

も
の
で

す
ね
△

ソ
ー
さ
、

先
生

は
西
ヶ

原

の
農

事
試
驗

場

の
お
役
人

だ
も

の
■
河
合
君

の

『
藪
』

の
前
で

○
さ
ぞ
蚊

の
澤
山
居
る
こ

と
だ
ら
う
。


